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躰しがき

　非常に薄い板や細い針金

の弾性叉は塑性的性質を調

べるのには從來の材料試験

機では簡軍に行うことはで

きない．假に引張試験を行

うにしても，普i通のチャッ

　曲げ試腋といえば讃者は鍛や桁の場合のように爾端を

支持して中央に集中荷重をかける曹温の試騒方法を想像

するかも　LPtない．しかしこの方法は小さい暫面の材斜

の場合にはむずかしい．ここに遠べる方法によれば材耕

試瞼機を使わずに比鮫的簡箪に曲げの性質がわかる．精

密機械などに使われる小さいゼンマイやバネなどの材料
　　　　　’
　　　　　の曲げの性質をLらべるに役立つ．

クを用いて引張つたのではチャックではさまれた部分が

ま二つたり切れたりする．このような場合にはチャヅクを

使わない特別な工夫が必要である．例えば爾端で圓形部

分に雀きつけて引張る装置をその都度準備せねばならな

いし，また攣形の測定にも苦勢しなければならない．

　しかし，實際にはこれらの材料は曲げに用いる場合が

多いから，引張の性質より曲げの性質を知りたいことが

多い．したがつて，引張の性質から曲げの性質を推測す

るよりは，できるならば直接曲げの試験を行いたいが，

從來のやり方ではこのよ5な薄い材料の曲げ試験を塑性

域まで行うことは困難であつた．そこで最近，筆者が時

計のゼンマイの材料力學的性質を調べるさいに考えた比

較的簡軍に蜜行できる曲げ試験法をここに紹介したいと

思う．

　曲げモーメントと攣形

　まず，一一一一一一般に曲げモーメントMと攣形の關係を考察

してみる．E及び1を夫々材料のヤソグ牽と断面の慣
性モr－・一メソトとすれぽ，弾性限内では家の關係がある．

即ち，　M＝Elx＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿（1）

　こ．s，でrcは曲率で曲牽牛脛をρとすれば1／ρで示され

る（第1圖），然し弾性限を超えると一般に第2圖に示すよ．

うにMとrcの關

係はOADのよう
な曲線に沿う・こ

こでA黒占は弾性

限である・次に荷

重を除く場合を考

えると，荷重が弾　　　　　　　第1圖　　層

性限内ならぽ荷重を除くと原黙に戻るが，．へ馳を超えて．．

假にB黙まで荷重を加えた後荷重を除くとAOに雫行

した直線BCに沿つて下りC融に落付き，　OCに相當す

　以上の考察にょ

り第3圖をこより…次

のことがいえる．

師ち，今試験片を．

曲牽κだけ曲げて

荷重を除いたとき

残留した曲率がκ’

とすればx－〆は

復元した攣形即ち

暉性攣形に相當す

　る残留攣形が生ずるこの

際再び荷重を加えると，C

Bに沼つてBに到り更に荷

重を加えるとBDに沿つて

進む．この場合に荷重の加

えかたの逞速によつて異る

が多少歪硬化によつて曲線

はBDより少し上の方に出

る傾向が認められる．このような事柄は一般に引張試験

に於ける荷重と伸びの關係と全く類似している．

　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　0　－　C　　　　｝’c

　　　　　　　　　　　　　　es　2圖

るものである．しかして，CBの傾斜角はOAと同じぐ

tan－1　EIであるから，　B黙における曲げモr・一・メソトは

　　　M＝E1（　’κ一rc）．．＿．＿．．．．．．．．＿．．．．．．．（2）

で與えられる．筒縦軸にMの代りにMアEIをとれば

B羅iの縦座標は
　　　　　　　　　Mrc－rcノ ﾅ與えられる

弓輩性限内では　rct

は零であるから始

めの直線部分とな

る．以上によつて

材料の曲げの性質

を知るには與えた

曲げの曲率　rcとこ

れに封懸する残留

Ei（托一ゆ

　　　　　　　　　　O　　　　C　　　K

　　　　　　　　　　　　　　第3團

攣形κ’が測られればよい．残るのはEの値であるが

爾端支持璽梁としての擁みの測定で知ることが出來る．

又，自己振動敷の測定等によつそ求めてもよい．

　實験の仕方

與えられた曲率に曲げるためには種々の曲率を持つ型
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　を豫め用意する必要がある・その疫勢に第4副ζ示噴よ

　うに丸棒の各部分を階段的に種々の牛痙に削つたものを

　型として用意しておけばよい・大きな孕径の部分は木型

　でも充分間に含う・一叉，・非常に大きい範團は曲げ慮力が

　弾性限内にあるから，豫め想定する材料の降伏黙をaY

．とすれば，ρ〉（E／ay）t／2（こNでtは板厚，針金の場合は

　その孚径）の範園の曲傘牛脛ρの型は絵り多く作る必要

　　　　　　　　　　，第．4園

はないこのように型が用意されたならば試瞼片を型に

密着するように手で押えて曲げて静かに離し，直ちにこ

の残留攣形の曲牽を測定すればよい9この際試験片の長

さを必要以上に長くしないよ5にすれに試験片は相當短

くてすむから同じ材料と思われる試瞼片を十数個用意す

ることは容易である．’かくして夫’kの試験片によつて得

碑憤繍をプ・ツ・すれば鮒の幽髭曲論聰られ

る．爾一個の試験片で曲率孚径の大いものから順i弐小さ

いものえ繰返して曲げてそのたびに残留攣形め噸牽を求

める方法も考えられるがこのようにすると歪硬化の影響

により強度が増し蜜験曲線が上の方にずれて出るどとに

なり，この方法は
　　　館ミり塑しくない．

　残留攣形の曲率

を求めるには試瞼

片の2鮎A及び
Bの距離aとその

申間es　Cと・ABの

距離δを測定すれ

ば（第5圖）残留

i墜形の曲牽孚裡i〆 第5圖

はa2／8δで與えられる．したがつて，　jS’は8δ！♂とな

る．この測定にはいずれも遊尺顯傲鏡を用いれば精確で

ある．

　ご實験㈲

　まず，厚さO．35mm，幅9mmの時計のゼソマイの例を

第6圖に示す．この曲線は最初直線であるが降伏後は次

堤：
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O．04

倣肌゜1 p
2

鱒計の

　　　④　　　，

Zrンマイ

O．35×8

0　　　　0．08　　α16　　　0．24　　0．ミ｝2 0．4侮㎡，

　　　　　　　　　　第6圖
第に水準に近づき水卒部分で破壌する．この材耕のEの

値は爾端支持の曲げ擁みから求めると約21　，000kg／mm．g　°

である．これ等の實験は一本のゼソマイの二分の一程度

で充分間に合つた．

　第7圖は0．51mm直径のピアノ線の曲げである．こ

　　　（Wtm’1）
　0．12

％
　e．09

α04

　　　　　　　　　　　　　　　　　　rc

　　　　　　　　　　第7圖

の場合には最初ピプノ線ぶ輸に雀かれてあつたため初期

曲牽を持つていた．この初期曲傘は曲げの曲率及び残留

攣形の曲率の測定値から差引いておけばよい．實験黒占は

このようにして得られたものである．（1949・8・31）

　　　　　　　　アミン・アミドのカノレボニ
■國踵■販慮の吸牧対ハ，V
　　　　　　　　　　　　藤i森榮二（分析）

　さきに，芳香族イヒ合物の登光性物質の化畢反慮を螢
光反慮として研究し，有機化合物の分析に有敷である
ことを認めて選たが，最近脂肪族アルデヒド・ケトン
のカルボユルi基とN唄基やアミノ酸・酸アミド等の
NH2基，さらにアンモニユウム塵との反慮により，し
ばしば螢光現象を呈する事實を箆出し，これによるC．
＝O基の紫外部爾固有吸豚緯つれを生ずることを推定
し，アミン。アミドその他カルボニル化合物の饗光及
び吸牧スペクトル分析の可能性を認めた．まず蛋白質
がアルカリ性でa一ヂケトンと反慮して呈する螢光が
ヴューレヅト反鷹属依b阻害される嘉舞から，ペプテ
ッド結合一CO－NH一のN－H轟の反鷹と推定し，簡
箪な酸アミド・R－CO・NH2とtZ－一ヂケトンの反慮遊

砺究した．

　フォルムアミド水済液は紫外部にC＝0基固有の吸
牧を有し，　　　　　約2，700A邊から吸牧を示し2，400A以下
醇吸敦の極大覆持ち，一方α一ヂケトンであるヂアセ
チルCH3・COCO・CH3は460C～3500Aに吸牧を持つ
　　ゆが　フォルムアミドヂアセチルのアルカリ溶液では反
鷹と共に青色螢光を呈し，淡黄色を示す．吸牧スペタ
トルの測定力・らみると1昭200ヂアセチルー一　IMフ＊．
ルムアミドのユN苛性ソーダ溶液では，4｛mpoA附近
から紫外部全薩にあたり吸牧を示すが，こ轟はルη2◎0

ヂァセチルのみのヱN苛性ソρダ溶液の」か　キシPt
キノン生成に婁る’と思はれる，更に長波長からの紫外
部に重る魔い吸牧箒に地ぺると，かなり吸牧が短鮫長
につれ，しか菟減つている．ζの墜化は酸アミ．ド⑲濃
度によるもので，これによb定量吸牧スペクト・ル分枡
が斑態で鵡る．その他アミンT一アミソ酸・蛋白質に櫨i擬
し研究中であるから，追つて詳細に研究報告の見込で
ある，．　（1949。10。6）
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